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§3 7ラス トレー トした系のダイナミックス7)
以上のように,フラス トレー トした系は,外場の影響を受け易 く7),こういう系のダイナミ
ックスは,通常のものとは,大いに異なるものと期待 される｡低温側では,緩和時間は, どん
な温度でも非常に長 く,温度が下るほど益々長 くなる｡












8) 鈴木増雄 ; ｢スピングラスの理論｣ 固体物理 19(1984)No.7;20(1985)Nal.
21.Random SurfaceModelの臨界現象*)





乱雑に運動する ｢点｣ の軌跡が複雑に折れ曲った曲線,即ちランダラ･ウオークを成す (図
1a)のと同様に,乱雑に運動する ｢ひも｣(乃至は ｢輪｣)の軌跡はランダム面 (図1b)を成
す｡ランダム ･ウオークの研究は確率過程のみならず,量子力学 ･スピン系 ･スカラー場の理
論等とも深 く関連していたが,ランダム面の研究も ｢ひも｣の確率的 ･量子的運動以外に,界












中の最小の正方形 (plaquettes)を2つずつ各辺 (bond)で貼 り合わせていって ｢面｣を構成
する｡この際,我々の ｢面｣は topologicalに境界のない面である事以外には何の幾何学的制






自由なモデルは存在しない(和 ∑sexpト PISH は卵こよらず常に無限大 !)事が八十年
代前半になって明らかになった｡
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22･Extended Defectsin the 2-Component Spin Systems
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Model‥d次元結晶の中で, ed (正の実数 )次元にわたって伸びた欠陥がっらなって構造
を形成し,残 りのd(≡ a-ed)次元の領域にわたって点状欠陥が無秩序に分布する系を考え
る｡その体系の Hamiltonianは
LU(甲,V)-∫da-尼三三｡2=1tlViPat2･ab2l▽〟pa!2･rbか V(x⊥)戎 )
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